








その他のタイトル The Change Process of the Normal School System
and Curriculum in Japan : The First Stage

























































































































( I但年齢ハ土地ノ情況ニ国 1)15年以上Jも可) (第8条)， 授業時数は， I師範学校ノ授業時
限ハ 1年36週 1週28時ヲ以テ度トスJ(第10条)と規定され， I各等師範学科毎週授業時間ノ-{fむ
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となったJ(18) と指摘している。また，乙のような課程により， I師範教育は， El的的，閉鎖的iζ
教員養成を志向し， しかもその教育内容は，学問研究の実践を含まないばかりか，高度な学問研
究の成果から遠ざかりつつ，限定的なものになっていったJ(19)とも分析している。









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本 科 第 部3
学科 予備科
第 l学年 第2学年 第 3学年 第4学年
修身 2 2 
教育 2 4 3 
(教育実習)9 
国語及漢文 10 6 4 3 2 
一有ノ、当「、ロ三五cl 3 3 3 2 
歴史 2 2 2 
地理 2 2 
数学 6 4 3 3 2 
博物 3 2 
物理及化学 2 3 4 
法制及経済 2 
習字 3 2 
図面 2 3 3 3 3 手工
音楽 2 2 2 2 
体操 6 5 5 5 3 
農業又/'¥商業 2 2 2 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・山田昇「学芸大学の理念についてJ If'和歌山大学教育学部紀要(教育科学)dl 19， 1969年，
109 ~ 121頁.
-山田昇「教育刷新委員会におけるアカデミシャンズとエデュケーショニストJ If'向上dl 20， 
1970年， 87~96頁.
-山田昇「教育刷新委員会における教育学科の構想J If'向上dl 21，1971年， 73~83真.
-山田昇「教育刷新委員会における教員養成制度改革構想、J， 国立教育研究所編「日本近代
教育百年史J 第 6巻，文唱堂， 1974年， 500 ~ 544頁.
-山田昇「戦後日本における教員養成制度の改革(1)~(5)J If'和歌山大学教育学部紀要(教育
科学)dl 26・27・29・30・32，1977・1978・1980・1981・1983.














歴史第 5巻〉教員養成の歴史J 第一法規， 4 ~ 5頁)。
( 4 )山田昇「師範学校制度下の「教育J 科iζ関する考察J If'和歌山大学教育学部紀要(教育科
学)dl 15，1965年， 40頁.
( 5 )文部省If'学告1]百年史」帝国地方行政学会， 240頁.
( 6 )山田昇，注 (4)，41頁.
( 7 )文部省，注 (5)，240頁
( 8 )仲新監修，注(3 )， 6頁.
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(20)山田昇. r師範学校における教育学J‘ F教育2] 246号， 1970年 3月. 10頁.
(21) r師範学校規程J制定と同時に「新令指j定の趣旨Jを示した文部省部|令第6号によれば，
「近年我邦教育ノ進歩ニ伴ヒ師範学校ノ現行規定中改正ノ必要ヲ感スノレモノ少カラス殊ニ今
回義務教育ノ年限延長セラレタノレニ際シ適良ナノレ教員ノ要請ヲ要スノレコト益々切ナノレニ至レ
リJと記されている(文部省内教育史編纂会編「明治以鋒教育制度発達史J 第5巻，龍吟社，
1939年. 574頁)。
(22)山田昇，注(4 )， 52頁.
(23)山田昇，注(4 )， 52頁.
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